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Figure1． Mean values of oxygen saturation（StO2）of the right VL muscle at rest, during cycling exercise at 80%AT, 
and the recovery with and without skin cold stimulation. Mean±SE are shown.  
*Significant differences （p<0.05）between groups. Compared with the resting level, the values for both 
groups of exercise showed significant changes（p<0.05）．
Table1．The physical characteristics of the subjects
皮膚冷刺激が低負荷自転車運動中の筋酸素動態におよぼす影響 −75−
本研究の自転車運動の強度は低く、筋内圧の上昇
を惹起させずに運動は可能である。しかし、その
自転車運動に冷刺激を加えると速筋線維の動員が
選択的に増加する。そのため毛細血管から活動筋
への酸素の抜き取りに変化が生じ、結果的に酸素
飽和度の低下や運動終了後の筋再酸素化時間の延
長が観察した可能性が考えられる。速筋繊維の動
員の増加は筋収縮スピードの増加をもたらし、そ
の結果、エネルギー消費量も大きくなると考えら
れる。一方、本研究では運動時の心拍数の顕著な
増大は観察されていない。したがって、皮膚冷刺
激下での低負荷自転車運動は全身の循環への負担
が少なくて、下肢筋量低下を予防できるため、高
齢者向けのトレーニングとして応用できる可能性
が高い。今後、さらに、全身の呼吸循環と筋内血
液循環量に関して詳細な検討を行って行きたいと
考えている。
